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(57)【要約】
【課題】タッチパネルとの接触時間に関わらず、携帯端
末を把持する手がタッチパネルに接触することによって
誤操作を防止する。
【解決手段】無効領域特定部５０５は、タッチパネルへ
の接触を検知し、接触された領域を少なくとも含む領域
を、入力操作を受け付けない無効領域として特定する。
入力部５０８は、タッチパネルへの接触を検知し、接触
された領域が無効領域に含まれない場合に、当該領域に
関連付けられた入力処理を実行する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末であって、
　前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域を少なくとも含む領域を、入力操
作を受け付けない無効領域として特定する無効領域特定部と、
　前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域が前記無効領域に含まれない場合
に、当該領域に関連付けられた入力処理を実行する入力部と、
　を備えることを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　自端末が把持されているか否かを検知する把持検知部を備え、
　前記入力部は、前記把持検知部が自端末の把持を検知した場合に、前記接触された領域
が前記無効領域に含まれるか否かの判定を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の携帯端末。
【請求項３】
　前記把持検知部が自端末の把持を検知したときに複数の使用者のうち何れの使用者が自
端末を把持しているかを判別する使用者判別部を備え、
　前記無効領域特定部は、前記無効領域を特定すると、前記使用者判別部が判別した使用
者の識別情報と前記無効領域とを関連付けて記憶部に記録し、
　前記入力部は、前記使用者判別部が判別した使用者に関連付けられた無効領域を前記記
憶部から読み出して、前記接触された領域が前記読み出した無効領域に含まれるか否かの
判定を行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の携帯端末。
【請求項４】
　前記把持検知部は、自端末に設けられた複数のセンサによって自端末の把持を検知し、
　前記使用者の識別情報は、前記センサそれぞれの検知状態である
　ことを特徴とする請求項３に記載の携帯端末。
【請求項５】
　前記タッチパネルと同一の縦横比を有し、前記タッチパネルにおける前記無効領域でな
い領域に内接する四角形の座標及び大きさを算出する内接四角形算出部と、
　前記内接四角形算出部が算出した四角形の大きさと前記タッチパネルの大きさとの比率
を算出する比率算出部と、
　前記タッチパネルに表示させる表示画像を前記縮小比算出部が算出した比率に縮小する
縮小部と、
　前記縮小部が縮小した表示画像を、前記タッチパネルにおける前記内接四角形算出部が
算出した座標に表示させる表示制御部と
　を備えることを特徴とする請求項１から請求項４の何れか１項に記載の携帯端末。
【請求項６】
　タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末を用いた入力制御方法であ
って、
　無効領域特定部は、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域を少なくとも
含む領域を、入力操作を受け付けない無効領域として特定し、
　入力部は、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域が前記無効領域に含ま
れない場合に、当該領域に関連付けられた入力処理を実行する、
　ことを特徴とする入力制御方法。
【請求項７】
　タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末を、
　前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域を少なくとも含む領域を、入力操
作を受け付けない無効領域として特定する無効領域特定部、
　前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域が前記無効領域に含まれない場合
に、当該領域に関連付けられた入力処理を実行する入力部
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　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末、入力制御方法
及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タッチパネルを入力デバイスとする携帯端末が普及している。タッチパネルとは
、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｉｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスとタッ
チパッドなどの入力デバイスとを組み合わせた入力デバイスである。タッチパネルによる
操作は、直感的で複雑な操作が不要なため、ボタンによる操作より好まれることが多い。
【０００３】
　近年の携帯端末には、画面を大きく取るために、携帯端末の前面の略全面にタッチパネ
ルが配されていることが多い。しかしながら、タッチパネルは、表示画面全体が入力デバ
イスとなっているため、携帯端末を把持する手がタッチパネルに接触することによって誤
操作がなされてしまうおそれがある。例えば、携帯端末の中には、例えば、誤操作を防止
するため、２箇所以上を同時にタッチした場合に、２箇所目にタッチされた部分による入
力を受け付けない処理を行うものがあるが、この場合、携帯端末を把持する側の手がタッ
チパネルに接触していると、操作する側の手による入力を認識しなくなってしまう。他方
、手がタッチパネルに触れないように把持すると、携帯端末の把持が不安定となり、落下
の原因となるおそれがある。
【０００４】
　この問題を解決する方法として、特許文献１には、タッチパネルに接触していた時間が
所定時間に達していない場合に、接触していた領域に割り当てられた機能を実行し、タッ
チパネルに接触していた時間が所定時間に達した場合には、処理を実行しないという方法
が記載されている。携帯端末を把持している手がタッチパネルに接触している場合、通常
の操作による接触より長時間タッチパネルに接触することが予測される。このことから、
特許文献１に記載の方法を用いることで、タッチパネルの誤操作を減少させることができ
る。
【０００５】
　また、特許文献２には、携帯端末に設けられた複数のセンサの検知出力により携帯端末
の長手方向の把持位置を検出し、この把持位置に合わせて、キー表示領域を長手方向にシ
フトして、タッチパネルに表示させることで、把持している手による操作を容易にする方
法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－０３９９９０号公報
【特許文献２】特開２０１０－１５４０９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の方法は、キータッチによる入力など、短時間の接触
によって入力方式に用いることができるが、手書き入力など、タッチパネルへの接触時間
が長くなる入力方式に適用することができないという問題がある。
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、タッチパネルとの接触時間に関わ
らず、携帯端末を把持する手がタッチパネルに接触することによって誤操作を防止するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、タッチパネルへの接触によ
る入力操作を受け付ける携帯端末であって、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触さ
れた領域を少なくとも含む領域を、入力操作を受け付けない無効領域として特定する無効
領域特定部と、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域が前記無効領域に含
まれない場合に、当該領域に関連付けられた入力処理を実行する入力部と、を備えること
を特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末を用いた
入力制御方法であって、無効領域特定部は、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触さ
れた領域を少なくとも含む領域を、入力操作を受け付けない無効領域として特定し、入力
部は、前記タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域が前記無効領域に含まれない
場合に、当該領域に関連付けられた入力処理を実行する、ことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、タッチパネルへの接触による入力操作を受け付ける携帯端末を、前記
タッチパネルへの接触を検知し、接触された領域を少なくとも含む領域を、入力操作を受
け付けない無効領域として特定する無効領域特定部、前記タッチパネルへの接触を検知し
、接触された領域が前記無効領域に含まれない場合に、当該領域に関連付けられた入力処
理を実行する入力部として機能させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、タッチパネルとの接触時間に関わらず、携帯端末を把持する手がタッ
チパネルに接触することによって誤操作を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態による携帯端末の外観図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による携帯端末の概略ブロック図である。
【図３】無効領域の設定時の第２の実施形態による携帯端末の動作を示すフローチャート
である。
【図４】無効領域の設定の様子を示す図である。
【図５】無効領域の設定後の第２の実施形態による携帯端末の動作を示すフローチャート
である。
【図６】本発明の第２の実施形態による携帯端末の概略ブロック図である。
【図７】無効領域の設定後の第２の実施形態による携帯端末の動作を示すフローチャート
である。
【図８】表示画像の縮小の様子を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
《第１の実施形態》
　以下、図面を参照しながら本発明の第１の実施形態について詳しく説明する。
　図１は、本発明の第１の実施形態による携帯端末５の外観図である。
　携帯端末５には、使用時に使用者に対向する面である前面に、タッチパネル５１が設け
られる。タッチパネル５１は、ＬＣＤなどの表示デバイスとタッチパッドなどの入力デバ
イスとにより構成されており、画面の表示及びタッチによる入力の受け付けを行う。なお
、タッチパネル５１には、静電容量式タッチパネル５１などの多点検出を可能とするもの
を用いる。
　携帯端末５の初期画面として、タッチパネル５１には複数のメニューアイコンが表示さ
れる。
【００１４】
　また、携帯端末５の側面及び裏面には、複数のセンサ５２－１～５２－６（以下、セン
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サ５２－１～５２－６を総称する場合はセンサ５２と表記する）が設けられる。センサ５
２は、使用者の把持による接触を検知し、接触している場合にＯＮを示す電圧を、接触し
ていない場合にＯＦＦを示す電圧を出力する。
【００１５】
　図２は、本発明の第１の実施形態による携帯端末５の概略ブロック図である。
　また、図１には図示しないが、携帯端末５は、内部にコンピュータシステムを有する。
そして、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記憶されたプログラムをコンピュータシ
ステムが読み出して実行することによって、アプリケーション実行部５０１、タッチ入力
検知部５０２、把持検知部５０３、使用者判別部５０４、無効領域特定部５０５、記憶部
５０６、記録部５０７、入力部５０８、表示制御部５０９を備える。ここでコンピュータ
読み取り可能な記録媒体とは、磁気ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－
ＲＯＭ、半導体メモリ等をいう。
【００１６】
　アプリケーション実行部５０１は、携帯端末５の記憶媒体に記憶されたアプリケーショ
ンプログラムを実行する。アプリケーションプログラムには、少なくとも無効領域設定ア
プリケーションが含まれる。
　タッチ入力検知部５０２は、使用者によるタッチパネル５１への接触の有無、及び使用
者とタッチパネル５１とが接触したタッチパネル５１上の座標領域である接触領域を検知
する。
　把持検知部５０３は、センサ５２の出力から自端末が把持されているか否かを検知する
。
　使用者判別部５０４は、センサ５２のＯＮ／ＯＦＦ情報を、使用者の識別情報として取
得する。
【００１７】
　無効領域特定部５０５は、アプリケーション実行部５０１によって無効領域設定アプリ
ケーションが実行された場合に、タッチ入力検知部５０２が検知した接触領域を無効領域
と特定する。
　記憶部５０６は、無効領域特定部５０５が特定した無効領域と使用者判別部５０４が取
得した識別情報を関連付けて記憶する。
　記録部５０７は、無効領域特定部５０５が無効領域を特定したときに、使用者判別部５
０４が取得した識別情報を、無効領域特定部５０５が特定した無効領域に関連付けて記憶
部５０６に記録する。
【００１８】
　入力部５０８は、タッチ入力検知部５０２によって検知された接触領域が、記憶部５０
６が記憶する無効領域に含まれない場合に、タッチ入力検知部５０２によって検知された
接触領域を、アプリケーション実行部５０１に出力する。
　表示制御部５０９は、アプリケーション実行部５０１から表示画像を受け付け、当該表
示画像をタッチパネル５１に表示させる。
【００１９】
　次に、本実施形態による携帯端末５の動作について説明する。
　まず、無効領域の設定時の携帯端末５の動作について説明する。図３は、無効領域の設
定時の第２の実施形態による携帯端末５の動作を示すフローチャートである。
　タッチパネル５１に表示された、無効領域設定アプリケーションを示すメニューアイコ
ンがタッチされると、アプリケーション実行部５０１は、無効領域設定アプリケーション
を実行する。アプリケーション実行部５０１は、無効領域設定アプリケーションの実行を
開始すると、表示制御部５０９に、「手に持ってください」など、自端末の把持を促すメ
ッセージの表示命令を出力する。表示制御部５０９は、図４（Ａ）に示すように、アプリ
ケーション実行部５０１から取得したメッセージを、タッチパネル５１に表示させる（ス
テップＳ１）。なお、図４は、無効領域の設定の様子を示す図である。
【００２０】
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　表示制御部５０９がメッセージを表示させると、把持検知部５０３は、使用者によって
自端末が把持されたか否かを判定する（ステップＳ２）。把持されたか否かの判定は、具
体的には、何れかのセンサ５２がＯＮを示す電圧を出力しているか否かによって判定する
。把持検知部５０３は、自端末が把持されていないと判定した場合（ステップＳ２：ＮＯ
）、ステップＳ２に戻り、把持を検知するまで、判定処理を継続して行う。
【００２１】
　他方、把持検知部５０３が、自端末が把持されたことを検知した場合（ステップＳ２：
ＹＥＳ）、無効領域特定部５０５及び使用者判別部５０４に把持されたことを示す信号を
出力する。無効領域特定部５０５は、把持検知部５０３から信号を受け付けると、タッチ
入力検知部５０２が現在検知している接触領域を取得し（ステップＳ３）、当該接触領域
を無効領域として記録部５０７に出力する。また、使用者判別部５０４は、把持検知部５
０３から信号を受け付けると、各センサ５２のＯＮ／ＯＦＦ情報を、使用者の識別情報と
して取得し（ステップＳ４）、当該識別情報を記録部５０７に出力する。
【００２２】
　記録部５０７は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４から受
け付けた識別情報と同一または近似するものがあるか否かを判定する（ステップＳ５）。
具体的には、記録部５０７は、センサ５２毎にＯＮ／ＯＦＦが一致するか否かを判定し、
一致しないものの個数が所定の閾値（例えば１つ）以下である場合に、記憶部５０６が記
憶する識別情報が、使用者判別部５０４から受け付けた識別情報と同一または近似すると
判定する。
【００２３】
　記録部５０７は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４から受
け付けた識別情報と同一または近似するものがないと判定した場合（ステップＳ５：ＮＯ
）、無効領域特定部５０５が特定した無効領域と、使用者判別部５０４から受け付けた識
別情報とを関連付けて記憶部５０６に記録する（ステップＳ６）。
　他方、記録部５０７は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４
から受け付けた識別情報と同一または近似するものがあると判定した場合（ステップＳ５
：ＹＥＳ）、記憶部５０６が、当該識別情報に関連付けて記憶する無効領域を、無効領域
特定部５０５が特定した無効領域に書き換える（ステップＳ７）。
【００２４】
　記録部５０７が、無効領域の記録を行うと、アプリケーション実行部５０１は、表示制
御部５０９に、「登録完了」など、無効領域の記録の終了を示すメッセージの表示命令を
出力する。表示制御部５０９は、図４（Ｂ）に示すように、アプリケーション実行部５０
１から取得したメッセージを、タッチパネル５１に表示させる（ステップＳ８）。そして
、アプリケーション実行部５０１は、無効領域設定アプリケーションの実行を終了する。
【００２５】
　次に、無効領域の設定後の携帯端末５の動作について説明する。図５は、無効領域の設
定後の第２の実施形態による携帯端末５の動作を示すフローチャートである。
　無効領域設定アプリケーションの実行により無効領域の設定が完了し、アプリケーショ
ン実行部５０１が実行するアプリケーションにより入力の要求がなされると、タッチ入力
検知部５０２は、使用者によるタッチパネル５１への接触の有無を判定する（ステップＳ
１１）。タッチ入力検知部５０２が、タッチパネル５１への接触がないと判定した場合（
ステップＳ１１：ＮＯ）、タッチ入力検知部５０２は、ステップＳ１１に戻り、接触を検
知するまで、判定処理を継続して行う。
【００２６】
　他方、タッチ入力検知部５０２が、タッチパネル５１への接触があったと判定した場合
（ステップＳ１１：ＹＥＳ）、タッチ入力検知部５０２は、接触領域の座標を入力部５０
８に出力する。次に、把持検知部５０３は、使用者によって自端末が把持されているか否
かを判定する（ステップＳ１２）。把持検知部５０３が、自端末が把持されていると判定
した場合（ステップＳ１２：ＹＥＳ）、使用者判別部５０４は、各センサ５２のＯＮ／Ｏ
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ＦＦ情報を使用者の識別情報として取得し（ステップＳ１３）、当該識別情報を入力部５
０８に出力する。
【００２７】
　入力部５０８は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４から受
け付けた識別情報と同一または近似するものがあるか否かを判定する（ステップＳ１４）
。入力部５０８は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４から受
け付けた識別情報と同一または近似するものがあると判定した場合（ステップＳ１４：Ｙ
ＥＳ）、記憶部５０６から当該識別情報に関連付けられた無効領域を読み出す。次に、入
力部５０８は、タッチ入力検知部５０２から受け付けた接触領域が読み出した無効領域に
含まれるか否かを判定する（ステップＳ１５）。
　入力部５０８は、タッチ入力検知部５０２から受け付けた接触領域が読み出した無効領
域に含まれると判定した場合（ステップＳ１５：ＹＥＳ）、当該接触範囲を入力として扱
わず、ステップＳ１１に戻りタッチパネル５１への接触の判定を行う。
【００２８】
　他方、ステップＳ１２で自端末が把持されていないと判定した場合、ステップＳ１４で
記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５０４から受け付けた識別情報と
同一または近似するものがないと判定した場合（ステップＳ１４：ＮＯ）、またはタッチ
入力検知部５０２から受け付けた接触領域が読み出した無効領域に含まれないと判定した
場合（ステップＳ１５：ＮＯ）、入力部５０８は、タッチ入力検知部５０２から受け付け
た接触範囲をアプリケーション実行部５０１に出力する（ステップＳ１６）。
【００２９】
　このように、本実施形態によれば、携帯端末５は、無効領域として予め記録しておいた
領域に使用者が接触したとしても、当該接触を入力とみなさない。これにより、タッチパ
ネル５１との接触時間に関わらず、携帯端末５を把持する手がタッチパネル５１に接触す
ることによって誤操作を防止することができる。
【００３０】
　また、本実施形態によれば、入力部５０８は、把持検知部５０３が自端末の把持を検知
した場合に、接触領域が無効領域に含まれるか否かの判定を行う。これにより、携帯端末
５が把持されていない場合には、無効領域への接触を入力とみなすことができる。
【００３１】
　また、本実施形態によれば、記憶部５０６は、識別情報に関連付けて、使用者毎に無効
領域を記憶する。これにより、入力部５０８は、使用者毎に当該使用者にマッチした無効
領域を用いて入力の判定を行うことができる。なお、本実施形態では、識別情報としてセ
ンサ５２のＯＮ／ＯＦＦ情報を用いる場合を説明したが、これに限られず、例えば使用者
からユーザＩＤ等の情報を受け付け、当該情報を識別情報として用いることもできる。但
し、本実施形態のように、識別情報としてＯＮ／ＯＦＦ情報を用いたほうが、識別情報の
入力処理を省くことができ、効率的である。
【００３２】
《第２の実施形態》
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。第２の実施形態は、メニューアイコ
ンの表示領域を無効領域外の範囲に自動配列表示、縮小表示するものである。
　図６は、本発明の第２の実施形態による携帯端末５の概略ブロック図である。
　第２の実施形態による携帯端末５は、第１の実施形態による携帯端末５に加え、さらに
内接四角形算出部５１０、比率算出部５１１、縮小部５１２を備える。
【００３３】
　内接四角形算出部５１０は、タッチパネル５１と同一の縦横比を有し、タッチパネル５
１における無効領域でない領域に内接する四角形の座標及び大きさを算出する。
　比率算出部５１１は、内接四角形算出部５１０が算出した四角形の大きさとタッチパネ
ル５１の大きさとの比率を算出する。
　縮小部５１２は、アプリケーション実行部５０１からタッチパネル５１に表示させる表
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示画像を受け付け、当該表示画像を縮小比算出部が算出した比率に縮小する。
【００３４】
　次に、本実施形態による携帯端末５の動作について説明する。
　無効領域の設定時の携帯端末５の動作は、第１の実施形態による携帯端末５と同じであ
る。そのため、ここでは、無効領域の設定後の携帯端末５の動作について説明する。図７
は、無効領域の設定後の第２の実施形態による携帯端末５の動作を示すフローチャートで
ある。
【００３５】
　無効領域設定アプリケーションの実行により無効領域の設定が完了すると、把持持検知
部は、使用者によって自端末が把持されているか否かを判定する（ステップＳ２１）。把
持検知部５０３が、自端末が把持されていると判定した場合（ステップＳ２１：ＹＥＳ）
、使用者判別部５０４は、各センサ５２のＯＮ／ＯＦＦ情報を使用者の識別情報として取
得し（ステップＳ２２）、当該識別情報を内接四角形算出部５１０に出力する。
【００３６】
　内接四角形算出部５１０は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用者判別部５
０４から受け付けた識別情報と同一または近似するものがあるか否かを判定する（ステッ
プＳ２３）。内接四角形算出部５１０は、記憶部５０６が記憶する識別情報の中に、使用
者判別部５０４から受け付けた識別情報と同一または近似するものがあると判定した場合
（ステップＳ２３：ＹＥＳ）、記憶部５０６から当該識別情報に関連付けられた無効領域
を読み出す。
【００３７】
　図８は、表示画像の縮小の様子を示す図である。
　内接四角形算出部５１０は、図７（Ａ）に示すように、タッチパネル５１と同一の縦横
比を有し、タッチパネル５１における無効領域でない領域に内接する四角形を生成する（
ステップＳ２４）。次に、内接四角形算出部５１０は、当該四角形の座標（例えば、左上
の座標）及び大きさを算出する（ステップＳ２５）。次に、比率算出部５１１は、図７（
Ｂ）に示すように、内接四角形算出部５１０が算出した四角形の大きさとタッチパネル５
１の大きさとの比率を算出する（ステップＳ２６）。そして、縮小部５１２は、図７（Ｃ
）に示すように、アプリケーション実行部５０１からタッチパネル５１に表示させる表示
画像を受け付け、当該表示画像を縮小比算出部が算出した比率に縮小する（ステップＳ２
７）。そして、表示制御部５０９は、縮小部５１２から縮小した表示画像を受け付け、当
該表示画像を、内接四角形算出部５１０が算出した座標に表示させる（ステップＳ２８）
。
【００３８】
　他方、ステップＳ２３で把持検知部５０３が、自端末が把持されていないと判定した場
合（ステップＳ２１：ＮＯ）、縮小部５１２は、アプリケーション実行部５０１から受け
付けた表示画像をそのまま表示制御部５０９に出力し、表示制御部５０９は、当該表示画
像をタッチパネル５１に表示させる（ステップＳ２９）。
【００３９】
　このように、本実施形態によれば、携帯端末５は、無効領域に重ならないように表示画
像をタッチパネル５１に表示させることができる。これにより、携帯端末５は、通常であ
れば把持する手によって隠れてしまう部分を使用者に見えるようにすることができる。
【００４０】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【００４１】
　例えば、本実施形態は、携帯端末５が内部に有するコンピュータシステムがコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体からプログラムを読み出して上記処理を実行するものであるが
、当該プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに
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、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わ
せで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。また、
このプログラムを通信回線によってコンピュータに配信し、この配信を受けたコンピュー
タが当該プログラムを実行するようにしても良い。
【符号の説明】
【００４２】
　５…携帯端末　５１…タッチパネル　５２、５２－１～５２－６…センサ　５０１…ア
プリケーション実行部　５０２…タッチ入力検知部　５０３…把持検知部　５０４…使用
者判別部　５０５…無効領域特定部　５０６…記憶部　５０７…記録部　５０８…入力部
　５０９…表示制御部　５１０…内接四角形算出部　５１１…比率算出部　５１２…縮小
部

【図１】 【図２】
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